
体育科(保健領域)学習指導案
東広島市立吉川小学校

教諭 松下 篤

１ 学 年 第５学年

２ 単元名 「心の健康」 ～ガッツ！生活パワーアップ大作戦！～

３ 単元について ～今こそ「自分の健康」を見つめ直す～

本年度から完全実施された新教育課程により，今まで５・６年生で学習していた保健領域が３・４年
生にも設定された。本学級の児童は移行期間中に，この３・４年生の内容を学習しているが，本年４月
に家庭科「一日の生活を振り返ってみよう」で「寝る時間が遅い」という子どもが多いという課題が明
らかになった。そこで，３年の学習内容「毎日の生活とけんこう」を今一度学習し，生活リズムの見直
しをさせたいと考えた。そして，５年の学習内容「心の健康」・「けがの防止」とをあわせて，３単元
について年間を通してバランスよく学習することとした。そこで設定した単元名が「ガッツ！生活パワ
ーアップ大作戦！」である。この単元全体を通して今一度「健康」ということについて深く考えさせた
いと思っている。

本学級の児童は，８人中７人がスポーツ少年団に所属し，帰宅時間が午後７時くらいになる。それか
らの生活時間を調べてみると，平均して１０時くらいに寝て，６時くらいに起きる児童がほとんどであ
る。つまり，８時間程度の睡眠時間は確保できているということになる。しかし，翌朝「寝不足」とい
うことを口にする児童がほとんどというのが実態である。子どもたちも自分自身の「健康」に必要なも
のは「食事・睡眠・運動・排便・休養」だということは認識できているようである。したがって，自分
の生活リズムを再確認させながら「睡眠」に焦点を当て，良い「睡眠」をとるにはどうすればよいかを
考えさせ，睡眠日誌をつけるなどしていった。そして，自分の生活リズムを見直していく中で，今から
本当にできる，生活をパワーアップさせるめあてを決め，毎日の生活ノートで振り返りながら取り組み
を続けているところである。

そして，５年生に新しく設定された「心の健康」については，ライフスキル学習を取り入れ，課題解
決的な学習を中心に「自分を見つめる」学習を展開していきたいと考える。「心」という抽象的概念を
具体的なレベルでつかませるために，①自分の特徴(良さ)を今一度考える。②友だちと対話する。③他
の地域の同年代の子どもたちと対話する。という内容を取り入れ，自分の体験を想起し，語れる場面を
導き出したいと考えている。また③では，インターネット掲示板やＴＶ会議システムなどのマルチメデ
ィア機器を有効活用していき，今よりも友だちの輪を広げ「心」の交流ができればよいと考えている。

「けがの防止」については，養護教諭との連携を図り，校内でのけがの様子を統計化するなどして，
実際にけがを予防するための実践力を身につけさせたい。

「心の健康」の学習において，大阪市立開平小学校との交流学習を位置づけたい。それは，保育所か
らずっと同じ８人で生活している子どもたちが，自分たちとは違う環境で育ってきている同世代の子ど
もの意見を聞くことにより，幅広い視野や考え方を身につけることができるのではないかと考えたから
である。また，コミュニケーション能力や人間関係作りの力を高めることにもつながり，それはこれか
ら迎える中学校生活にもおおいにプラスになるとも考えた。家庭科や道徳など他教科とも積極的に関連
させ，学習の深化を図りたい。

４ 本単元のねらい

○健康な生活の仕方について，友だちの意見を聞いたり，自分の考えを言う
ことができる。

健康･安全への関 ○心の発達，心と体とのかかわり，不安や悩みへの対処の仕方について，自
心･意欲･態度 分の経験や生活をもとに課題を見つけることができる。

○事故やけがの原因や防止の方法について，よりよい解消のために情報を集
めたり，考えを出し合ったりすることができる。

○毎日の健康な生活について，学習したことを自分の生活に当てはめて振り
返ることができる。

健康･安全につい ○心の発達，心と体とのかかわり，不安や悩みへの対処の仕方について，自
ての思考･判断 分を振り返ったり，友だちの話をもとに予想したり，比べたり，まとめた

りすることができる。
○けがの原因やその防止について，自他の考えの違いや良さを見つけたり，

自分の生活に当てはめたりすることができる。

○毎日健康に過ごすためには,一日の生活の仕方が深くかかわっていること,
体を清潔に保ち，生活環境を整える必要があることを理解することができ
る。

健康･安全につい ○心は，いろいろな生活経験を通して，年齢とともに発達することを理解す
ての知識･理解 ることができる。

○身近な生活におけるけがの原因やその防止，手当てについて，課題解消を
通して実践的に理解し，自分の生活に役立つ知識を身につけることができ
る。

○自分自身の毎日の生活リズムや悩みの解消法などを，都心の子どもたちに
手紙やテレビ電話を使って正しく伝えることができる。

情報活用能力 ○意見交流を通して，自分の考えと比較・検討しながらよりよい生活のあり
方や心のあり方について考えることができる。

○デジタル交流を体験する中で，コミュニケーション能力や人間関係作り
（ヒューマンネットワーク）の資質を高めることができる。



全１３(保健)＋１７(総合)時間５ 体育科(保健領域)「ガッツ！生活パワーアップ大作戦！」指導計画

ガッツ！生活パワーアップ大作戦！

毎日の生活とけんこう（３時間） 情報活用能力の育成（総合）

○自分の生活をふりかえる（１時間） 交流準備（総合：３時間）
・今の調子を調べてみよう ○交流方法を考え，機器の使い方
・どんな生活の様子かな？ を知る。
・何が健康と関係しているのかな？ ・電子メールの使い方

・交流掲示板の使い方
生活の仕方は，健康と関係があるみたいだ ・テレビ電話の使い方 一

交流１（総合：４時間） 学
○自分の生活を調べる（１時間） ○自分の生活を伝える

・健康を意識しながら，自分の１週間の生 ・学習時間や睡眠時間を中心に 期
活を調べよう 大阪の友だちに自分の生活リ

・どこがみんなとちがうかな？ ズムを知らせる。
・どこに問題があるのかな？ ・大阪の友だちの生活の様子も

知らせてもらう。 ＴＶ会議

○健康な生活の仕方を考え，自分の生活を見直す(1時間)
・自分の生活リズムを再確認しよう
・お互いに生活リズムを見比べよう 交流２
・友だちにアドバイスカードを書こう ○クラスや大阪の友だちと意見
・食事,運動,すいみん,排便,休養のつながりを 交換をして，自分の生活をパ

考えよう ワーアップさせる。

健康によい生活リズムを続けると，元気に過ごせそうだ

心の健康（６時間）

○心の発達について考える（１時間） 交流３（総合：６時間）
・心について知ろう ○思春期の心と体について，グル
・心の働きを考えよう ープ別調べ学習をする。
・いろいろな心があるね 感情・社会性・思考力 ・悩み，不安の種類（ ）

・悩み，不安の解消法
・悩み，不安の今と昔 などを 二

○心と体の密接な関係について考える（１時間） HP上の専用掲示板，電子メー
・緊張したときや不安な気持ちの時は？ ル，電話，ＦＡＸを利用して
・体の調子が悪いときは？ 情報交換をしながら調べ学習 学
・体の調子がいいときや，適度に運動した後は？ を行う。

期
○思春期の心を考え，自分を見つめ直す（４時間） 交流４＝ＴＶ会議

・自分の特徴を考えよう（見た目・好き嫌い・性格) ○グループごとに意見交換をし
・思春期の心を考えよう て，心を元気にする方法を考
・悩みや不安やストレスの解消法を考えよう えるとともに，自分の良さを

再発見する。
みんな悩んで大きくなるんだ 本時３／４

けがの防止（４時間）

○学校生活での事故やけがの原因と対策を考える
・いつ，どんなところで？
・どうすれば防げるの？ （１時間） 三

交流５（総合：４時間）
○安全についての情報を発信する 学

○社会生活での事故やけがの原因と対策を考える ・大阪の友だちと情報交換をし
・いつ，どんなところで？ て，たくさんの人に呼びかけ 期
・どうすれば防げるの？ （１時間） よう。

（新聞･ポスター･放送など）
○事故が発生したときの対応やけがをしたときの

手当ての方法を知る
・養護教諭の先生に教えてもらおう（２時間）



評価観点・規準＆ 評価方法６「ガッツ！生活パワーアップ大作戦！」 評価計画

学 習 の 流 れ 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 情報活用能力

〔毎日の生活とけんこう〕
毎 ○自分の生活をふりかえる ◎現在の自分の生 ○現在の自分の体

活チェックをす 調をしっかり考
日 すんで行う。 える。

チェックカード・発言内容 チェックカード・発言内容
の ○自分の生活を調べる ○自分の一日の生 ◎食事・運動・睡 ◎健康には，生

活をすすんで調 眠・排便・休養 活の仕方が深
生 べ，表にまとめ が，健康とどの くかかわって

ようとしている｡ ように関係があ いることがわ
活 るのかを考える かる。パワーアップカード・行動観察

学習カード・発言内容 学習カード・発言内容
と ○自分の生活を伝える ○すすんで交流の ◎クラスの平均睡 ○自分の平均睡 ◎自分の生活

準備をする。 眠時間・学習時 眠時間や学習 表をもとに
け 間と自分のもの 時間を知る。 して，適切行動観察

を比較し，大阪 な内容を手チェックカード・発言内容
ん に伝える内容を 紙にまとめ

手紙考える。 る。
学習カード・手紙・発言内容こ

○健康な生活の仕方を考え， ○自分の生活リズ ○大阪の友だちの ◎毎日を健康に ◎他の友だち
う 自分の生活を見直す ムを見つめるこ 生活リズムと自 過ごすために の意見や資

とができる。 分の生活リズム は，調和のと 料を有効活
∥ を比較したり， れた生活を続 用する。学習カード・発言内容

学習カード・発言内容友だちと相互に ける必要があ
３ アドバイスをし ることがわか
時 て，改良点を考 る。

学習カード・発言内容間 える。
学習カード・発言内容

〔心の健康〕
○心の発達について考える ◎「心」について ○心を豊かに発達 ◎心の働きには ○提示資料を

積極的に自分の させる生活につ 感情・社会性 正しく読み
意見を言おうと いて考える。 ・思考力があ 取る。

学習カード・発言内容 学習カード・発言内容している。 り，いろいろ
な経験を通し発言回数・内容
て発達するこ

心 とがわかる。
学習カード・発言内容

の ○心と体の密接な関係につい ○自分の経験と関 ◎心と体のつなが ◎心と体はお互 ○提示資料を
て考える 連づけて発言し りについて，自 いに影響し合 正しく読み

健 ようとしている｡ 分の経験と関連 っていること 取る。
発言回数・内容 学習カード・発言内容づけて考える。 がわかる。

学習カード・発言内容 学習カード・発言内容康
◎不安や悩みが

∥ 原因で体が病
気になること

６ もあることが
わかる。

時 ○思春期の心を考え，自分を ○自分のよいとこ ○悩みや不安など ◎電話，FAX,学習カード・発言内容
見つめ直す（本時） ろを見つけよう の対処の仕方を ○思春期になる 電子メール

間 としている。 自分の問題とし と，自立心が 専用掲示板
てとらえる。 強くなること から適切な学習カード・発言内容

◎自分の経験と関 がわかる。 機器を選ん学習カード・発言内容
連づけて，積極 ◎意見交換を通し で情報交換学習カード・発言内容
的に意見交換し て，自分に合っ ◎悩みや不安の をする。

学習カード・行動観察ようとしている｡ た解消法を見つ 対処にはいろ
けようとしてい いろな方法が行動観察・発言内容
る。 あり，自分に ◎ＴＶ会議シ

合った解消方 ステムを利学習カード・発言内容
法がわかる。 用して，自

分の考えを学習カード・発言内容
相手に伝え

発言内容る。

〕〔けがの防止
○学校生活での事故やけがの ◎自分の経験から ◎隠れた危険を探 ○事故やけがを ○自校や地域

原因と対策を考える 事故やけがのお し出し，問題点 防ぐためは, などの事故
け ○社会生活での事故やけがの こり方を思い出 を考える。 安全な行動を ・けがの状

原因と対策を考える し，その防ぎ方 とること，環 況を表やグ学習カード・発言内容
が を見つけようと 境を安全に整 ラフにまと

している。 えることが大 める。
学習カード・発言内容 作品・行動観察の 切であること

がわかる。
防 ○事故が発生したときの対応 ○自分自身の問題 ◎発信に必要学習カード・発言内容

やけがをしたときの手当て ととらえて，養 ◎簡単なけがの な情報を選
止 の方法を知る 護教諭の話を真 手当ての方法 択すること

剣に聞く。 や通報の仕方 ができる。
行動観察 学習カード・発言内容∥ などがわかる

学習カード・発言内容
４ ○安全についての情報を発信 ◎すすんで情報を ◎学習した内容か ◎適切な方法
時 する 発信するための ら校内・地域・ を選んで情
間 準備をし，積極 大阪に発信する 報を発信す

的に呼びかけを 内容を考える。 る。
行動観察 学習カード・発言内容 作品する。



情報教育の活動が育てる【保健】の力７「ガッツ！生活パワーアップ大作戦！」

（１）情報活用でねらう力

・情報活用の実践力

課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に集める，選ぶ，

創る活動を行い，受け手の状況などを踏まえて伝えることができる能力の育成。

（２）情報活用の実践力を育成する学習活動

・手紙，学習カード，学習資料のやりとりによる情報交換

・コミュニケーションメディアを利用した交流共同学習

・ＴＶ会議システムによる意見交換会

（３）本単元での【保健】の力を育てる具体的な情報教育の活動

具 体 的 な 活 動 自分を見つめる 生活に生かす実践力 健 康 観

☆大阪開平小の友だちと，手紙の ○自分にとってよりよ ○いろいろな生活の

やりとりや学習カード・資料の い生活をしていこう 様子があり，それ

交換を通して，自分の１日の生 とする。 ぞれに良さがある

活をチェックし,ふりかえる。 ことがわかる。

☆大阪開平小の友だちと，HP上の ○広い視野で自分を ○相手を意識・理解し ○いろいろな考えの

専用掲示板，電子メール，電話 見つめることがで ながら，自分の気持 良さや自分に当て,

ＦＡＸなどを利用しながらグル きる。 ちを上手に伝える。 はまる面など新し

ープ別共同調べ学習をする。 ○相手を意識・理解し い見方ができる。

ながら，自分の経験

や生活をもとに，予

想したり比べたりま

とめたりする。

☆大阪開平小の友だちと，「心の ○自分の内面にふれ ○幅広い意見を聞くこ ○人との健康的なか

健康」について，調べたことを ることができる。 とにより，より多く かわり方について

もとにしながら，ＴＶ会議で意 の選択肢の中から， 知ることができる

見交換をする。 安心して生活しよう

とする。

☆いろいろな場面での事故やけが ○自分の生活に役立つ

の様子をインターネット等を利 実践的知識を身につ

用して調べる。また事故やけが けることができる。

が発生したときの対応の仕方や

手当の仕方についても調べる。

☆校内・地域・大阪開平小の友だ ○相手を意識・理解し

ちに，新聞，ポスター，ビデオ, ながら，自分の気持

ホームページ等を通して，「安 ちを適切な方法でま

全」についての情報を発信する｡ とめ，伝える。



体育科(保健領域)「ガッツ！生活パワーアップ大作戦！」本時案８

（１）本時の目標

〇 「心の健康」についてグループごとに調べたことを報告しあうなかで，いろいろな悩み・不安・ストレスがあること，
またそれを解消するためのさまざまな方法があることを知ることができる。

（２）学習の流れ

学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 児 童 の 姿 指導・支援●と評価◎ 情報活用関連

１ 学習課題を確認する。

いろいろな心の様子（自分の心・友だちの心）を知ろう 。
●だれにでも，不安・悩み・

ストレスがあるんだという
２ 各グループで調べたことを報告し ○グループごとに調べたことを発 ことが理解できるように，

あい，それをもとに「心を元気に 表しましょう。そして，みんな 事前にアンケート調査等を
する方法」についてＴＶ会議で意 で「心を元気にする方法」につ しておく。
見交流する。 いて考えてみましょう。 ●それぞれのグループで調べ 機器選択能力

学習の状況がしっかり把握
【1G：心と体の関係は？】 ･ｽﾄﾚｽ できるように専用掲示板・【2G：どんな悩み･不安 があるの？】

電子メール・電話・ＦＡＸ
・緊張すると心臓がバクバクする ・みんな悩んだり，ストレスを感 を有効に使用させる。

よ。 じたことがあるんだ。 ●ＴＶ会議が効果的に実施で
・手に汗にぎるって言うようね。 ・自分と同じ悩み,不安,ストレス きるように，時間配分や会
・「あがる」ていうのもあるよ。 を持っている人もいるね。 議の進行方法等について，

綿密に事前打ち合わせをし
ておく。

◎自分の考えと比べながらし 資料活用能力
っかり聴いている。

・お父さんやお母さんも子どもの ・自分で何とかしようとしてるん 行動観察・聞き取りﾒﾓ
頃悩んでいたのかな？ だ。

・どうやって悩み・ストレスを解 ・誰かに相談してる人もいるよ。 ◎わかりやすい声で自分の考 相手に伝える力
消していたのかな？ ・いろいろな解消法があるよ。 えを発表している。

発言の様子・内容
【3G：心と体，今と昔は？】 【4G：悩み･不安･ｽﾄﾚｽの解消法は？】

３ 友だち(クラス・大阪)との意見交 ○ 意見交流から，心について感 ●いろいろな悩み・不安・ス
流をもとにして，心について感じ じたこと・学んだことを，自 トレスやその解消方法があ
たこと・学んだことを考える。 分なりに書いてみましょう。 るんだということに気づか

せるとともに，どの方法に
もそれぞれの良さがあると

・みんな悩みがあるとわかって安心したぞ。 いうことを理解させる。○悩み･不安･ストレスを知

・自分なりに解消法を工夫してみよう。 共感 受容り，まず受け止める。

(例)・たっぷりゲームをする。 ●自分なりの解消法について○自分なりの解消法を試す｡

・スポーツをして汗を流す。 は，次時にじっくり決める○人とのかかわりを大切に｡

・友だちと思い切り遊ぶ。 ことを伝える。 情報を･友だちに相談

・しっかり寝る。 ●数人の児童に，本時の学習 整理する力・親に相談

・一人で悩みすぎないようにして，誰かに から学んだことを発表させ・先生に相談

話せたりできるといいな。 る（感想で良い）○悩むことをこわがるな。

◎意欲的に感じたこと・学ん
だことを考えている。
行動観察・ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ

４ 本時の学習のまとめをする。

○ だれにでも悩み・不安・ストレスがあります。だから ●これからの生活に向けて，
悩んだりすることをこわがる必要はありません。そう 子どもたちが安心できるよ
いう状況になったときは，必ず真剣になっているから うに，教師がまとめる。
です。そんな時に，今日学習したことを生かして，自
分で心を元気にすることも大切ですが，一人で考え込
むだけでなく誰かに相談したりするなどいろいろな方
法を使えるといいですね。そして，悩みなどを乗り越
えたとき，人は心も体も成長していく大きなきっかけ
になるのです。


